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	応用
	抗原情報
	背景
	ETS2は、発生、アポトーシス、およびテロメラーゼの調節に関与する転写因子およびプロトオンコ遺伝子である。この遺伝子によってコードされるタンパク質はETS2プロモーターに結合し、ETS2転写の強力なリプレッサーである。この遺伝子には、2つの異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっている。[RefSeq提供、2015年8月],機能：Ets2プロモーターのH1エレメントに結合する強力な転写リプレッサー。細胞増殖に関与する他の遺伝子を制御する可能性がある。胚体外胚葉分化、胎盤外円錐体腔の閉鎖、および絨毛尿膜付着に必要（類似性による）。栄養芽細胞幹細胞の分化の制御に重要である可能性がある。,PTM：おそらくERK2を含む複数のキナーゼによってリン酸化される。リン酸化は ERF の活性を制御します。,配列に関する注意:配列は pre-mRNA に由来すると思われるため、示されているものとは異なります。,類似性:ETS ファミリーに属します。,類似性:1 つの ETS DNA 結合ドメインを含みます。,組織特異性:精巣、卵巣、膵臓、心臓に最も多く存在します。,
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	-
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	ERF（リン酸化Thr526）抗体を用いたリン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）免疫原の酵素結合免疫吸着測定法（リン酸化ELISA）
	

	ERF（リン酸化Thr526）抗体を用いたHeLa細胞の免疫蛍光染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。
	

	ERF（リン酸化Thr526）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト肺癌の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。

